
６．岡山大学医学部規程 
平成１６年４月１日  

岡大医規程第１号  
改正 令和 ７年 ２月１８日規程第１号  

 （趣旨） 

第１条 この規程は, 国立大学法人岡山大学管理学則（平成１６年岡大学則第１号）及び岡

山大学学則（平成１６年岡大学則第２号。以下「学則」という。）の規定に基づき, 岡山

大学医学部（以下「本学部」という。）に関し, 必要な事項を定めるものとする。 

 （本学部の目的）  

第２条 本学部は, 医の倫理に徹し, 科学的思考法と高度の医学的知識を体得し, 社会的信

頼を得るに足る臨床医及び医学研究者を養成すること並びに高い臨床能力を持つ医療技術

者及び医療技術科学の研究者を養成することを教育目的とし, もって人類の健康と福祉に

貢献することを使命とする。 

 （自己評価等）   

第３条 本学部は, 本学部に係る点検及び評価（以下「自己評価」という。）を行い, その

結果を公表する。  

２ 前項の自己評価については, 岡山大学（以下「本学」という。）の職員以外の者による

検証を受けるよう努めるものとする。 

３ 自己評価に関し必要な事項は, 別に定める。 

 （教育研究等の状況の公表）  

第４条 本学部は, 教育内容及び組織運営の状況等について, 定期的に公表する。  

 （組織的研修等）  

第５条 本学部は, 教員の教育内容及び教育方法の改善を図るため, 組織的な研究及び研修

を実施するものとする。  

 （学科及び専攻） 

第６条 本学部に次の学科を置く。  

 医学科 

 保健学科 

２ 保健学科に次の専攻を置く。 

 看護学専攻  

 放射線技術科学専攻 

 検査技術科学専攻 

 （副学部長） 

第７条 本学部に副学部長を置く。 

２ 副学部長に関し必要な事項は, 別に定める。 

 （学科長） 

第８条 本学部各学科に学科長を置く。 

２ 学科長に関し, 必要な事項は, 別に定める。 

  （教授会） 
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第９条 本学部に, 岡山大学医学部教授会（以下「教授会」という。）を置く。 

２ 教授会に関し, 必要な事項は, 別に定める。 

 （教育課程の編成方法等） 

第１０条 本学部の教育課程は, 教養教育科目及び専門教育科目により編成する。 

２ 教養教育科目の授業科目名等は, 別表第１のとおりとする。   

３ 専門教育科目の授業科目名等は, 医学科にあっては別表第２, 保健学科にあっては別表

第３のとおりとする。 

４ 前項の規定に関わらず, 必要があるときは, 教授会の議を経て, 特別の授業科目を開設

することがある。 

 （履修方法及び上限単位等） 

第１１条 医学科の学生は, 各学期の定められた期間に, 該当学期（第２学期は夏季休業期

間, 第４学期は冬季・春季休業期間を含む。）に履修しようとする授業科目（専門教育科

目の必修科目を除く。）を学部長に届け出て承認を受けなければならない。 

２ 医学科の学生が, 学年の中途において開講する授業科目を履修しようとするときは, 別

に定める期日までに学部長に届け出て承認を受けなければならない。 

３ 保健学科の学生は, 各学期の定められた期間に, 該当学期（第２学期は夏季休業期間, 

第４学期は冬季・春季休業期間を含む。）に履修しようとする授業科目を学部長に届け出

て承認を受けなければならない。 

第１２条 学則第８条第２項の規定に基づき学生が１年間に履修科目として登録できる単位

数の上限は, 次のとおりとする。   

 医 学 科  ５０単位   

 保健学科  ５０単位   

２ 前項の規定に関わらず，履修科目上限単位数に以下の科目は含めないものとする。 

 一 卒業要件単位数に含まれない科目 

 二 入学前の既修得単位を本学科において修得したものとして単位認定された科目 

 三 外部検定試験等により単位認定された科目 

 （授業の方法）  

第１３条 本学部の授業は, 講義, 演習, 実験及び実習により行う。  

２ 学部長は, 文部科学大臣が別に定めるところにより, 前項の授業を, 多様なメディアを

高度に利用して, 当該授業を行う教室以外の場所で履修させることができる。  

３ 学部長は, 第１項の授業を, 外国において履修させることができる。前項の規定により, 

多様なメディアを高度に利用して, 当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合に

ついても, 同様とする。  

４ 学部長は, 文部科学大臣が別に定めるところにより, 第１項の授業の一部を, 校舎及び

附属施設以外の場所で行うことができる。  

 （単位の計算方法）    

第１４条 医学科の授業科目の単位の計算方法については, 次の基準によるものとする。 

 一 講義については, １５時間の授業をもって１単位とする。   
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 二 演習については, ３０時間の授業をもって１単位とする。   

 三 実験については, ４５時間の授業をもって１単位とする。   

 四 実習については, ３０時間又は４５時間の授業をもって１単位とする。 

２ 保健学科の授業科目の単位の計算方法については, 次の基準によるものとする。  

 一 講義及び演習については, １５時間又は３０時間の授業をもって１単位とする。 

 二 実験及び実習については, ３０時間又は４５時間の授業をもって１単位とする。 

 （受験資格）  

第１５条 学生は, 各科目につき所定の期間講義, 演習, 実験及び実習に出席しなければ, 

試験を受けることができない。  

 （受験の順序）  

第１６条 医学科の学生は, 基礎医学の試験に合格しなければ, 臨床医学の最終試験を受け

ることができない。   

 （成績評価基準）  

第１７条 学則第１２条の規定に基づき, 各授業における授業の方法及び計画並びに成績評

価基準については, 講義要覧等により学年の始めに公表する。  

 （単位の認定及び成績の判定）  

第１８条 単位の認定は, 前条に規定する成績評価基準に照らし, 試験の成績等により授業

担当教員が行う。  

２ 成績の評価は, 岡山大学学則による。 

 （他学部における授業科目の履修） 

第１９条 本学の他の学部の授業科目を履修しようとするときは, 学部長を経て, 当該学部

長に願い出て許可を受けなければならない。 

２ 本学部が教育上有益と認めるときは, 前項の規定により履修した授業科目について修得

した単位を, 卒業の要件となる単位として認定することができる。 

 （他の大学の授業科目の履修）  

第２０条 本学部が教育上有益と認めるときは, 本学部の学生に他の大学（外国の大学を含

む。）の授業科目を当該大学との協議に基づき履修させることがある。 

２ 前項の履修を希望する学生は, 学部長に願い出て許可を受けなければならない。 

３ 前２項の規定により履修した授業科目について修得した単位は, ６０単位を超えない範

囲で, 本学部における授業科目の履修により修得したものとみなし, 単位を認定すること

ができる。   

４ 前項の単位の認定は, 当該大学の交付する成績証明書等により教授会が行う。  

 （他の大学以外の教育施設等における学修）   

第２１条 本学部が教育上有益と認めるときは, 学生が行う短期大学又は高等専門学校の専

攻科における学修その他大学設置基準第２９条に基づき文部科学大臣が定める学修を, 前

条の規定により認定する単位数と合わせて６０単位を超えない範囲で, 本学部における授

業科目の履修とみなし, 単位を授与することができる。    

２ 前項の単位の授与は, 当該学修に係る成績証明書等により教授会が行う。 
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 （入学前の既修得単位等の認定） 

第２２条 本学部が教育上有益と認めるときは, 学生が本学部に入学する前に, 本学又は他

の大学（外国の大学を含む。）若しくは短期大学（外国の短期大学を含む。）で履修した

授業科目について修得した単位（大学設置基準第３１条に定める科目等履修生として修得

した単位を含む。）を, 本学部に入学した後の本学部における授業科目の履修により修得

したものとみなし, 単位を認定することができる。  

２ 本学部が教育上有益と認めるときは, 学生が本学部に入学する前に行った前条第１項に

規定する学修を, 本学部における授業科目の履修とみなし, 単位を授与することができる

。  

３ 前２項の規定により, 認定又は授与することのできる単位数は, 転学等の場合を除き, 

本学において修得した単位以外のものについては, 前２条により本学部において修得した

とみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。    

４ 第１項及び第２項の単位の認定又は授与は, 当該大学等の交付する成績証明書等により, 

教授会が行う。  

 （試験及び履修等に関する規程）  

第２３条 この規程に定めるもののほか, 試験, 履修等に関し必要な事項は, 別に定める。 

 （編入学） 

第２４条 学則第２５条第２項の規定により編入学した者の在学すべき期間は, 学則第４条

に規定する修業年限から１年を控除した年数とする。  

２ 編入学した者の在学期間は, 前項の在学すべき期間の２倍の年数を超えることができな

い。  

 （転学及び転学部等）  

第２５条 学則第２９条第１項の規定により, 保健学科に転学部又は転学科（以下「転学部

等」という。）を志願する者がある場合は, 選考の上, 転学部等を許可することがある。 

２ 保健学科の学生で, 他の専攻に転専攻を志願する者がある場合は, 選考の上, 転専攻を

許可することがある。 

３ 他の大学又は本学の他の学部に転学又は転学部を希望する者は, 学部長に願い出てその

許可を得なければならない。     

４ 新たに入学を志願する者の例によって本学の他の学部又は本学部の他の学科若しくは他

の専攻に入学を志願する場合は, 在学のままでよい。ただし, 学部長の許可書を出願の際

願書に添えなければならない。   

 （在学期間の通算）  

第２６条 前条の規定により転学部等を許可された者の在学期間の通算の認定は, 教授会に

おいて行う。  

 （願による退学） 

第２７条 学生が疾病その他やむを得ない事情により退学しようとするときは, 所定の書式

でその旨を学部長を通して学長に願い出て, 学長の許可を受けなければならない。 

２ 学部長は, 学生の学業成績が著しく不振であると認める場合は, 教授会の議を経て, 当
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該学生に対して退学を勧告することができる。 

 （卒業の要件）  

第２８条 卒業の要件は, 本学部の医学科にあっては６年以上在学し, 別表第１及び別表第

２に掲げる授業科目の中から別表第４に定める単位数を, 保健学科にあっては４年以上在

学し, 別表第１及び別表第３に掲げる授業科目の中から別表第５に定める単位数を修得す

るものとする。 

２ 削除 

 （科目等履修生）  

第２９条 本学の学生以外の者で, 本学部の授業科目の履修を志願する者があるときは, 教

授会の議を経て, 科目等履修生として入学を許可することがある。  

２ 科目等履修生の取扱いについては, 別に定める。 

 （特別聴講学生） 

第３０条 他の大学（外国の大学を含む。）の学生で本学部の特別聴講学生を志願する者が

あるときは, 本学部の授業及び研究に支障のない限り, 当該大学との協議に基づき, これ

を許可することがある。 

 （研究生）   

第３１条 本学部の授業担当教員の指導を受けて, 特定の事項について研究しようとする者

があるときは, 研究生として入学を許可することがある。  

２ 研究生として入学を許可することができる者は, 次の各号の一に該当する者でなければ

ならない。 

 一 大学卒業者又は医学専門学校卒業者  

 二 授業担当教員が前号と同等以上の学力があると認めた者  

第３２条 研究生の入学の時期は, 毎月１日とする。  

２ 研究生を志願する者は, 所定の願書を授業担当教員を経て学部長に提出しなければなら

ない。  

第３３条 研究生の在学期間は, １年以内とする。ただし, 引き続き研究を必要とする者に

は, 本人の願い出により在学期間の延長を許可することがある。  

 （医学部受託臨床実習生） 

第３３条の２ 他の大学（外国の大学を含む。）の学生で本学部の受託臨床実習生を志願す

る者があるときは, 本学部の授業及び研究に支障のない限り, 当該大学等との協議に基づ

き, これを許可することがある。 

２ 医学部受託臨床実習生の学内施設の利用については, 本学部の学生の利用方法に準ずる

。 

 （研究費） 

第３４条 研究生の研究に要する費用は, 教室の設備に附帯するもののほか, すべて自費と

する。ただし, 場合により特に研究材料を支給することがある。 

 （雑則） 

第３５条 この規程に定めるもののほか, 必要な事項は教授会の議を経て定める。 
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附 則 

１ この規程は, 平成１６年４月１日から施行する。 

２ 平成１５年度以前の入学者については, 岡山大学医学部規程等を廃止する規程（平成１６年岡大

医規程第２号）により廃止された岡山大学医学部規程（平成７年岡山大学医学部規程第１号）の

例による。  

   

（附則以下中略） 

 

附 則 

１ この規程は，令和７年４月１日から施行する。  

２ 改正後の別表第１，別表第３及び別表第５の規定に関わらず，この規程施行の日の前日に医学部

保健学科に在学する学生に対する授業科目及び卒業要件単位数の適用については，なお従前の例

による。 

３ 改正後の別表第１の規定に関わらず、この規程施行の日の前日に医学部医学科に在学する学生に

対する授業科目及び卒業要件単位数の適用については、別に定めるものとする。  

附 則 

１ この規程は，令和７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の別表第２及び別表第４の規定に関わらず，この規程施行の日の前日に医学部医学科に在

学する学生に対する授業科目及び卒業要件単位数の適用については，別に定めるものとする。 

  

８年
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別表第１ 

〔全学共通科目，英語科目 

全 

学 

共 

通 

科 

目 

科 目 区 分  授業科目 単位数 

課題研究 知の探研 

授業科目及び単位については，岡山
大学教育推進機構長が学年の始めに
公示する 

情報・数理
データサイ
エンス 

情報処理入門１ 
(情報機器の操作を含む) 

数理・データサイエンスの基礎

情報教育科目 

数理データサイエンス科目 

健康・スポ
ーツ科学 

健康・スポーツ科学科目 

スポーツ演習科目 

市民性と 
異文化理解 

実践知科目 

芸術知科目 

市民性教育科目 

言語文化科目 

英 

語 
 

科
目 

必修英語 

コミュニケーション英語（S&L）

コミュニケーション英語（R&W）

アカデミック英語 
（プレゼンテーション） 

アカデミック英語 
（ライティング） 

選択英語 

高年次英語科目 

SPAcE 英語科目 

キャリアパス英語科目 

  

別表第２ 

〔医学科の専門教育科目の授業科目名等〕 
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別表第２ 

〔医学科の専門教育科目の授業科目名等〕 

区

分

 

授業科目 

単

位

数 

必修選択の別 

地域枠

以外 

地域

枠 

全学

交流

科目 

社会系交流科目 
授業科目及び単位に

ついては，岡山大学教

育推進機構長が学年の

始めに公示する 

生命系交流科目 

自然系交流科目 

専

門

基

礎

科

目

 

医学生物学 1.6 選必 

医学概論 0.4 選必 

遺伝学 0.4 選必 

臨床医学入門 1 選必 

基礎放射線学 0.8 選必 

発生学 0.7 選必 

医学データサイエンス 1.2 必修 

人体の構造：入門 1.4 選必 

医学セミナー 1 必修 

専

門

科

目

 

早期体験実習 0.7 必修 

チーム医療演習 0.5 必修 

地域医療総論 0.4 必修 

早期地域医療体験実習Ⅰ 0.8 選択  

早期地域医療体験実習Ⅱ 1.7 選択 必修 

細胞組織学 1.4 必修 

細胞組織学実習 0.9 必修 

人体解剖学 1.3 必修 

系統解剖学実習 3.2 必修 

神経構造学 2.3 必修 

神経構造学実習 0.8 必修 

生理学Ⅰ 2.6 必修 

生理学Ⅰ実習 0.3 必修 

生理学Ⅱ 2.6 必修 

生理学Ⅱ実習 0.3 必修 

生化学 2 必修 

分子医化学 2 必修 

生化学実習 0.3 必修 

分子医化学実習 0.3 必修 

薬理学 3 必修 

薬理学実習 0.4 必修 

区

分

 

授業科目 

単

位

数 

必修選択の別 

地域枠

以外 

地域

枠 

専

門

科

目

 

病理学Ⅰ 2.8 必修 

病理学Ⅰ実習 0.5 必修 

病理学Ⅱ 3.2 必修 

病理学Ⅱ実習 0.4 必修 

細菌学 2.5 必修 

細菌学実習 0.3 必修 

ウイルス学 2.5 必修 

ウイルス学実習 0.2 必修 

免疫学 2.6 必修 

免疫学実習 0.1 必修 

寄生虫学 1 必修 

医学研究インターンシップ 8 必修 

基礎病態演習 3.5 必修 

臨床病態演習 0.3 必修 

衛生学 1.6 必修 

公衆衛生学 1.6 必修 

公衆衛生学／疫学・衛生学

実習 

0.5 必修 

地域医療体験実習Ⅰ 0.8 選必 

地域医療体験実習Ⅱ 0.8 選必 

地域医療体験実習Ⅲ 0.8 選必 

行動科学・プロフェッショ

ナ リ ズ ム 育 成 科 目 Ⅰ 〜

Okadai Med Arts Ⅰ〜 

3.9 必修 

行動科学・プロフェッショ

ナ リ ズ ム 育 成 科 目 Ⅱ 〜

Okadai Med Arts Ⅱ〜 

1.6 必修 

行動科学・プロフェッショ

ナ リ ズ ム 育 成 科 目 Ⅲ 〜

Okadai Med Arts Ⅲ〜 

1 必修 

行動科学・プロフェッショ

ナ リ ズ ム 育 成 科 目 Ⅳ 〜

Okadai Med Arts Ⅳ〜 

1.1 必修 

行動科学・プロフェッショ

ナ リ ズ ム 育 成 科 目 Ⅴ 〜

Okadai Med Arts Ⅴ〜 

0.6 必修 

行動科学・プロフェッショ

ナ リ ズ ム 育 成 科 目 Ⅵ 〜

Okadai Med Arts Ⅵ〜 

0.1 必修 

法医学 3.2 必修 

法医学実習 0.2 必修 

内科総論 0.5 必修 

外科総論 0.3 必修 
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区

分

 

授業科目 

単

位

数 

必修選択の別 

地域枠

以外 

地域

枠 

専

門

科

目

 

臨床放射線総論 0.6 必修 

臨床検査総論 0.6 必修 

腫瘍学 0.5 必修 

生命倫理学 0.6 必修 

医事法 0.4 必修 

形成外科学 0.5 必修 

小児外科学 0.4 必修 

臓

器

・

系

別

統

合

講

義

 

循環器系 1.4 必修 

呼吸器系 1.1 必修 

腎泌尿器系 1.2 必修 

内分泌・代謝系 1.1 必修 

消化器系 1.6 必修 

血液・造血器系 0.6 必修 

感染症 0.7 必修 

免疫系 0.6 必修 

感覚器系 1.4 必修 

運動器系 1.3 必修 

脳神経系 1.9 必修 

精神系 1 必修 

皮膚系 0.9 必修 

小児・発達系 1.8 必修 

生殖系 1.6 必修 

麻酔・蘇生系 1 必修 

救命救急系 0.4 必修 

総合診療医学 1 必修 

臨床実技入門 1.5 必修 

医療シミュレーション教育

コース 

0.4 必修 

基

本

臨

床

実

習

 

消化器・肝臓内科学 1.7 必修 

血液・腫瘍・呼吸器

内科学 

1.7 必修 

腎・免疫・内分泌代

謝内科学 

1.7 必修 

神経精神医学 1.7 必修 

小児科学・小児発達

病因病態学 

1.7 必修 

消化器外科学 1.7 必修 

呼吸器・乳腺内分泌

外科学 

1.7 必修 

区

分

 

授業科目 

単

位

数 

必修選択の別 

地域枠

以外 

地域

枠 

専

門

科

目

 

基

本

臨

床

実

習

 

整形外科学 1.7 必修 

皮膚科学 1.7 必修 

腎泌尿器科学 1.7 必修 

眼科学 1.7 必修 

耳鼻咽喉科学 1.7 必修 

放射線医学 1.7 必修 

産科婦人科学 1.7 必修 

麻酔・蘇生学 1.7 必修 

周産期・新生児 1.7 必修 

脳神経外科学 1.7 必修 

総合内科学 1.7 必修 

循環器内科学 1.7 必修 

心臓血管外科学 1.7 必修 

神経内科学 1.7 必修 

救命救急・災害医学 1.7 必修 

形成外科学 1.7 必修 

ワクチン実習 0.1 必修 

選択制臨床実習 23 必修 

医学史 0.5 必修 

老年医学 0.2 必修 

臨床薬理学・薬剤学 0.4 必修 

緩和医療学 0.4 必修 

東洋医学 0.6 必修 

医療政策・地域医療学 0.4 必修 

ゲノム医療 0.4 必修 

※全学交流科目を除く必修科目を主要授業科目と

する。 
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別表第３〔保健学科の専門教育科目の授業科
目名等〕 

看護学専攻 

授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別
備考 

（専門基礎科目）    

医療人の在り方 １ 必修 
 

栄養・代謝学 ２ 必修 
 

形態・機能学 ２ 必修 
 

感染免疫学 １ 必修 
 

基礎遺伝子学 ２ 選択 
 

基礎病態学 ２ 必修 
 

基礎微生物学 １ 選択 
 

臨床薬理学 ２ 必修 
 

医学概論 １ 必修 
 

保健科学入門 １ 必修 
 

ヘルスプロモーション入門 １ 必修 
 

教育学入門 １ 選択 
 

臨床心理学 ２ 必修 
 

保健統計学 １ 必修 
 

レギュラトリーサイエンス入門 １ 必修 
 

国際保健システム論 ２ 選択 
 

基礎公衆衛生 １ 選択 
 

保健行政論 ２ 必修 
 

社会福祉論 ２ 必修 
 

（専門科目）   
 

看護学概論 １ 必修 
 

看護キャリア入門 １ 必修 
 

ケア技術のエビデンスⅠ １ 必修 
 

ケア技術のエビデンスⅡ １ 必修 
 

看護人間関係論 １ 必修 
 

授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別
備考 

看護過程論 １ 必修
 

健康生活援助論Ⅰ １ 必修
 

健康生活援助論Ⅱ １ 必修
 

療養生活援助論Ⅰ １ 必修
 

療養生活援助論Ⅱ １ 必修
 

基礎看護学実習Ⅰ １ 必修
 

基礎看護学実習Ⅱ ２ 必修
 

成人疾病病態論（慢性疾患） １ 必修
 

成人疾病病態論（急性疾患） １ 必修
 

精神病態論 0.5 必修
 

老年病態論 0.5 必修
 

小児病態論 １ 必修
 

女性病態論 １ 必修
 

感染看護学 １ 必修
 

成人看護学概論 １ 必修
 

成人看護学Ⅰ ２ 必修
 

成人看護学Ⅱ １ 必修
 

クリティカルケア論 １ 必修
 

エンドオブライフケア論 １ 選択
 

成人看護学実習Ⅰ ３ 必修
 

成人看護学実習Ⅱ ２ 必修
 

老年看護学概論 １ 必修
 

老年看護学Ⅰ １ 必修
 

老年看護学Ⅱ １ 必修
 

老年看護学実習 ２ 必修
 

精神看護学概論 １ 必修
 

別表第３〔保健学科の専門教育科目の授業科
目名等〕 

看護学専攻 

授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別
備考 

（専門基礎科目）    

医療人の在り方 １ 必修 
 

栄養・代謝学 ２ 必修 
 

形態・機能学 ２ 必修 
 

感染免疫学 １ 必修 
 

基礎遺伝子学 ２ 選択 
 

基礎病態学 ２ 必修 
 

基礎微生物学 １ 選択 
 

臨床薬理学 ２ 必修 
 

医学概論 １ 必修 
 

保健科学入門 １ 必修 
 

ヘルスプロモーション入門 １ 必修 
 

教育学入門 １ 選択 
 

臨床心理学 ２ 必修 
 

保健統計学 １ 必修 
 

レギュラトリーサイエンス入門 １ 必修 
 

国際保健システム論 ２ 選択 
 

基礎公衆衛生 １ 選択 
 

保健行政論 ２ 必修 
 

社会福祉論 ２ 必修 
 

（専門科目）   
 

看護学概論 １ 必修 
 

看護キャリア入門 １ 必修 
 

ケア技術のエビデンスⅠ １ 必修 
 

ケア技術のエビデンスⅡ １ 必修 
 

看護人間関係論 １ 必修 
 

授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別
備考 

看護過程論 １ 必修
 

健康生活援助論Ⅰ １ 必修
 

健康生活援助論Ⅱ １ 必修
 

療養生活援助論Ⅰ １ 必修
 

療養生活援助論Ⅱ １ 必修
 

基礎看護学実習Ⅰ １ 必修
 

基礎看護学実習Ⅱ ２ 必修
 

成人疾病病態論（慢性疾患） １ 必修
 

成人疾病病態論（急性疾患） １ 必修
 

精神病態論 0.5 必修
 

老年病態論 0.5 必修
 

小児病態論 １ 必修
 

女性病態論 １ 必修
 

感染看護学 １ 必修
 

成人看護学概論 １ 必修
 

成人看護学Ⅰ ２ 必修
 

成人看護学Ⅱ １ 必修
 

クリティカルケア論 １ 必修
 

エンドオブライフケア論 １ 選択
 

成人看護学実習Ⅰ ３ 必修
 

成人看護学実習Ⅱ ２ 必修
 

老年看護学概論 １ 必修
 

老年看護学Ⅰ １ 必修
 

老年看護学Ⅱ １ 必修
 

老年看護学実習 ２ 必修
 

精神看護学概論 １ 必修
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授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別
備考 

精神看護学 ２ 必修 
 

精神看護学実習 ２ 必修 
 

母性看護学概論 １ 必修 
 

母性看護学Ⅰ １ 必修 
 

母性看護学Ⅱ １ 必修 
 

母性看護学実習 ２ 必修 
 

小児看護学概論 １ 必修 
 

小児看護学Ⅰ １ 必修 
 

小児看護学Ⅱ １ 必修 
 

小児看護学実習 ２ 必修 
 

人間生活論 １ 必修 
 

地域生活支援論 １ 必修 
 

家族援助論 １ 必修 
 

地域包括ケア論 １ 必修 
 

災害看護論 １ 選択 
 

健康学習支援論 １ 選択 
 

地域・在宅看護学概論 １ 必修 
 

地域・在宅看護学 １ 必修 
 

地域・在宅看護学実習 ２ 必修 
 

看護理論 １ 選択 
 

看護アセスメント １ 必修 
 

看護シミュレーション教育：臨

床技能評価 
１ 選択 

 

看護管理学 １ 必修 
 

看護実践倫理 １ 必修 
 

公衆衛生看護学概論 ２ 選択 
 

公衆衛生看護活動論Ⅰ ２ 選択 
 

公衆衛生看護活動論Ⅱ ２ 選択 
 

授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別
備考 

公衆衛生看護活動論Ⅲ ２ 選択
 

公衆衛生看護学実習Ⅰ ２ 選択
 

公衆衛生看護学実習Ⅱ ３ 選択
 

統合実習Ⅰ ２ 必修
 

統合実習Ⅱ ２ 必修
 

看護マネジメント実習 １ 必修
 

医療文献リーディング １ 選択
 

研究の基礎 １ 必修
 

卒業研究Ⅰ １ 必修
 

卒業研究Ⅱ ２ 必修
 

英語で学ぶ看護過程 １ 選択
２
単
位 

選
択
必
修 異文化間看護 １ 選択

Global Inter-professional 

Work 
１ 選択

Global Exploratory Practice １ 選択

多職種連携とチームワーク １ 必修

 

多職種連携とチーム医療 0.5 必修
 

正課外活動実践 1 選択 要件外
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放射線技術科学専攻  
授 業 科 目  

単位
数 

必修選

択の別 
備考 

（専門基礎科目）   
 

医療人の在り方 １ 必修 
 

栄養・代謝学 ２ 必修 
 

形態・機能学 ２ 必修 
 

感染免疫学 １ 必修 
 

基礎病態学 ２ 必修 
 

臨床薬理学 ２ 必修 
 

保健科学入門 １ 必修 
 

ヘルスプロモーション入門 １ 必修 
 

保健統計学 １ 必修 
 

レギュラトリーサイエンス

入門 
１ 必修 

 

基礎公衆衛生 １ 必修 
 

保健行政論 ２ 必修 
 

社会福祉論 ２ 必修 
 

（ 専 門 科 目 ）    
 

放射線物理学Ⅰ １ 必修 
 

放射線物理学Ⅱ １ 必修 
 

放射線物理学Ⅲ １ 必修 
 

放射線計測学 １ 必修 
 

放射線治療物理学 １ 必修 
 

放射線治療計測学実験 １ 必修 
 

放射線計測学実験 １ 必修 
 

放射化学Ⅰ １ 必修 
 

放射化学Ⅱ １ 必修 
 

放射化学実験 １ 必修 
 

放射線生物学 １ 必修 
 

放射線概論 １ 選択 
 

授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別
備考 

放射線機器工学Ⅰ １ 必修
 

放射線機器工学Ⅱ １ 必修
 

放射線機器工学Ⅲ １ 必修
 

医用画像検査機器工学 １ 必修
 

医用機器安全管理学 １ 選択
 

放射線機器工学実験 ２ 必修
 

基礎電気工学 ２ 必修
 

電気工学実験 １ 必修
 

電気電子工学 ２ 必修
 

電子工学実験 １ 必修
 

電子制御工学 １ 必修
 

医療情報学 １ 必修
 

医療情報学演習 １ 選択
 

生体情報科学 １ 選択
 

生体情報科学演習 １ 選択
 

医用画像工学 １ 必修
 

医用画像処理学 １ 必修
 

医用画像処理学演習 １ 必修
 

医用画像管理学 １ 必修
 

放射線写真科学 １ 必修
 

基礎医用画像情報学実験 １ 必修
 

放射線衛生学 １ 必修
 

放射線安全管理学 １ 必修
 

放射線安全管理学実験 １ 必修
 

医学概論 １ 必修
 

放射線医学概論 １ 必修
 

放射線医科学史 １ 選択
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授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別 
備考 

放射線画像解剖学 １ 必修 
 

実践臨床画像学 １ 必修 
 

実践臨床画像学演習 １ 必修 
 

診療撮影技術学Ⅰ １ 必修 
 

診療撮影技術学Ⅱ １ 必修 
 

診療撮影技術学Ⅲ １ 必修 
 

診療撮影技術学実習 ２ 必修 
 

ＣＴ撮影技術学 １ 必修 
 

ＭＲＩ撮影技術学 １ 必修 
 

超音波検査技術学 １ 必修 
 

診療撮影技術学Ⅳ １ 選択 
 

放射線治療技術学Ⅰ １ 必修 
 

放射線治療技術学Ⅱ １ 必修 
 

放射線腫瘍学 １ 必修 
 

核医学検査技術学Ⅰ １ 必修 
 

核医学検査技術学Ⅱ １ 必修 
 

医療安全管理学 １ 必修 
 

臨床実習Ⅰ ３ 必修 
 

臨床実習Ⅱ ８ 必修 
 

臨床医学特別演習 ２ 必修 
 

診療撮影技術学特講 １ 必修 
 

放射線治療技術学特講 １ 選択 
 

核医学検査技術学特講 １ 必修 
 

臨床技能実習 １ 必修 
 

放射線関連法規論 １ 必修 
 

卒業研究 ６ 必修 
 

授 業 科 目  
単位
数 

必修選

択の別
備考 

放射線技術学のための医療

英語１ 
１ 選択

２
単
位 

選
択
必
修 放射線技術学のための医療

英語２ 
１ 選択

Global Inter-

professional Work 
１ 選択

Global Exploratory 

Practice 
１ 選択

多職種連携とチームワーク １ 必修

 

多職種連携とチーム医療 0.5 必修
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検査技術科学専攻 

授 業 科 目  
単位

数 

必修選

択の別
備考

（専門基礎科目）   
 

栄養・代謝学 ２ 必修
 

形態・機能学 ２ 必修
 

病態・組織解剖学 ２ 必修
 

感染免疫学 １ 必修
 

基礎遺伝子学 ２ 必修
 

基礎病態学 ２ 必修
 

臨床薬理学 ２ 必修
 

保健科学入門 １ 必修
 

ヘルスプロモーション入門 １ 必修
 

医用工学入門 １ 必修
 

保健統計学 １ 必修
 

基礎公衆衛生 １ 必修
 

保健行政論 ２ 必修
 

医学概論 １ 必修
 

（ 専 門 科 目 ）    
 

病理学 ２ 必修
 

病理学実習 ２ 必修
 

細胞診検査学 １ 必修
 

血液検査学 ２ 必修
 

血液検査学実習 ２ 必修
 

臨床免疫学 １ 必修
 

免疫検査学 １ 必修
 

免疫検査学実習 １ 必修
 

輸血検査学 ２ 必修
 

輸血検査学実習 １ 必修
 

検査自動化論 １ 必修
 

臨床化学検査学実習 ２ 必修
 

検査総合管理学Ⅰ ２ 必修
 

検査総合管理学Ⅱ １ 必修
 

一般検査学 ２ 必修
 

一般検査学実習 １ 必修
 

授 業 科 目  
単位

数 

必修選

択の別
備考

臨床医学総論 ２ 必修
 

臨床病態学 ２ 必修
 

臨床病態学演習 １ 必修
 

医療情報管理学 １ 必修
 

生理検査学Ⅰ ２ 必修
 

生理検査学Ⅱ ２ 必修
 

生理検査学Ⅲ ２ 必修
 

生理検査学実習 ３ 必修
 

解剖学 １ 必修
 

解剖学実習 １ 必修
 

検査機器総論 １ 必修
 

生理検査学入門 １ 必修
 

医用工学実習 １ 必修
 

基礎微生物学 １ 必修
 

臨床微生物学 ２ 必修
 

臨床微生物学実習 ２ 必修
 

感染予防学 １ 必修
 

遺伝子検査学実習 １ 必修
 

遺伝子検査学 １ 必修
 

医療安全管理学 １ 必修
 

医療安全管理学実習 １ 必修
 

臨床検査科学演習 １ 必修
 

臨床実習前試験 １ 必修
 

病院実習 11 必修
 

科学研究 ２ 必修
 

卒業研究 ６ 必修
 

臨床検査における医療英語(基礎) １ 選択
２
単
位 

選
択
必
修 臨床検査における医療英語(応用) １ 選択

Global Inter-professional Work １ 選択

Global Exploratory Practice １ 選択

多職種連携とチームワーク １ 必修

 

多職種連携とチーム医療 0.5 必修
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別表第４ 

  〔卒業要件単位数〕 

学 科 等  

科目区分 

医 学 科  

地域枠以外 地域枠 

全学共通科目 

英語科目 
２０単位 

専
門
教
育
科
目 

全学交流科目 ４単位 

専門基礎科目 ７.８単位 

専門科目 １６１．４単位 １６３．９単位 

計 １７３．２単位  １７５.７単位 

合 計  １９３．２単位 １９５.７単位 

 注）履修に当たっては，所属学科の指導を受けること。  

 

別表第５ 

  〔卒業要件単位数〕 

学 科 等  

科目区分 

保 健 学 科  

看護学専攻 放射線技術科学専攻 検査技術科学専攻 

全学共通科目 

英語科目 
２０単位 

専
門
教
育
科
目 

全学交流科目 ４単位 

専門基礎科目 ２３単位 １９単位 ２０単位 

専門科目 ７７.５単位 ８１.５単位 ８０．５単位 

計 １０４.５単位 １０４.５単位 １０４．５単位 

合 計  １２４.５単位 １２４.５単位 １２４．５単位 

  注）履修に当たっては，所属学科の指導を受けること。  

 注）保健学科においては，正課外活動実践は卒業要件単位数に含まない。 
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